















































A 19 23 其レニ、此ノ寺ハ我レ死ナバ、後ニハ亦ノ日荒テ、人ホロサモ無ク成ナムト
ス。堂モ壊テ時ノ聞二失セ、仏モ人二被盗レナムトス。














巻 話 旧体系本 新体系本 旧全集本 新全集本 集成本
A 19 23 ヤブル コボル コボル コボル コボル
B 28 30 コボル コボル ヤブル ヤプル ヤブル
C 28 30 コボル コボル ヤブル ヤブル ヤヴル
D 31 3 ヤプル コボル コボル コボル コボル
〈表3＞　コボツ（新体系本）
巻 話 本　　　文
E 11 22 其後、堂ヲ造畢ヌ。供養ノ日、暁二仏ヲ渡シ奉ルニ、仏ハ大キニ、堂ノ南ノ戸
n狭シ。今一二寸広カラムニ、摂仏可入給キ様無シ。「是ハ、今三尺計広サモ
cTモ仏ハ過給ヘルハ。可為キ様無シ。喬ノ壁ヲ壊テコソバ入レ奉ラメ。
F 11 32 其時二、延鎮、将監ト同心ニシテ、カヲ合セテ、彼所二岸ヲ壊チ谷填テ、伽藍　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『
虫nテ建ツ。
＜表4＞　各本との比較
巻 話 旧体系本 新体系本 旧全集本 新全集本 集成本
E 11 22 ヤプル コボツ ヤプル ヤブル コボツ
















































































































































コボル11 コボツ13 やぶる（下二）16 やぶる（四）16
所1、塔1、塔2、 社2、地獄1、玄関 獄1、柱1、＊身 ＊起請2、身1、＊
一　　　　一 一堂1、立蔀1、尻切 1、墓3、寺塔1、 1、船2、＊行い 形1、仏2、屋1、
納















































































徒 方 大 更 柴 源 枕 蜻 後 土 古 伊 竹 万
コボル注9 1 26 2 7 1 1
コボツ 3 2 8 1 1 1
ヤプル（下二） 4 2 3 1
ヤブル（四） 3 1 2 11
＜表10＞




























































ヤプル（下二） 0 1 0 5
ヤブル（四） 1 2 1 9
＜表12＞





















































































































徒 方 大 更 柴 源 枕 蜻 後 土 古 伊 竹 万
クダク（下二） 2 5 1 1 1 1






























寝覚 狭衣 古本 宇治
クダク（下二） 6 1 0 6
クダク（四） 1 0 0 1
＜表17＞









































































































































































⑤ 11 22 蕎ノ壁ヲ壊テコソバ入レ奉ラメ。 健甥ル 贈ツrル ヤ炉ル

















































V 28 21 此ノ起請ヲ壊ツル事ハ、糸便無キ事ハ也。
注
1　以下では特に断らない限り、用例本文は原則として新大系本に拠り、用例数は岩
　　波の小峯索引を利用して新大系本で確認した訓に拠る。
2　橋本（2007）では、「コホル・コボツ」で代表させている。本稿の「コボツ・コ
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ボル」との相違はない。
橋本（2007）は、この注記を重視した。
岩波には、「こぼれ」と表記されていて、《コボチ（殿）と同根》と書いてある。
なお、「こぼち」、「やぶれ．」、「やぶり」と表記されている。
〈表19＞「訓釈異動表」参照
複合動詞の場合、各語（コボル・コボツ・ヤブル（下二、四））の本来の意味が
別の動詞の意味に影響され、意味の拡張が生じるからである。なお、複合動詞と
共起する語彙については、波線を引いて表示した。
表8の抽象的なものに関しては「＊」をつけて表示した。以下、同様である。
一般に抽象的なものから物理的なものへの意味拡張は考え難い。抽象的なものに
ついては、物理的なものの分析の結論が出てから簡．単に取り上げることにする
この中には、「溢れる」の意を表すものも含まれているので、それは除外しく表
10＞にまとめた。
抽象的なものに関しては、4節で少し触れた。＜表12＞には、抽象的なものは省略
し、物理的なもののみを表示したため、＜表11＞と語彙の数が異なる。
用例から題字は除き、表記した。クダク（下二、四）1例ずつある。
紙面上の制約もあり、必要な用例のみを取り上げることにする。
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